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三
月
一
日
、
対
馬
六
町
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
「
対
馬
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。�

　
午
前
八
時
か
ら
対
馬
市
役
所
本
庁
舎

玄
関
前
で
、
開
庁
式
が
行
な
わ
れ
、
は

じ
め
に
国
旗
と
市
旗
の
掲
揚
、
次
に
佐

伯
英
雄
市
長
職
務
執
行
者
か
ら
「
六
つ

の
輪
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
未
来
に
輝
く

島
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
式
辞

が
あ
り
ま
し
た
。�

　
続
い
て
中
村
法
道
対
馬
支
庁
長
、
清

浦
義
廣
旧
対
馬
六
町
合
併
協
議
会
長
の

祝
辞
（
同
協
議
会
副
会
長
、
小
西
清
明

旧
峰
町
長
代
読
）
が
あ
り
、
対
馬
の
天

然
石
で
で
き
た
銘
板
の
除
幕
式
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
厳
原
幼
稚
園
児
十
二
名
に

よ
る「
く
す
球
割
」の
か
わ
い
い�

お
祝
い
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
小
田
一
八
旧
対
馬
議�

会
議
長
会
会
長
の
万
歳
三
唱
で
開
庁�

式
を
終
え
、
九
時
か
ら
は
辞
令
交
付�

式
、
十
時
か
ら
教
育
委
員
会
、
午
後
一

時
半
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
「
対
馬
市
」
が
本
格
的
に
動
き
出

し
ま
し
た
。�

�
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市
長
が
選
挙
で
決
ま
る
ま
で
の

間
、
対
馬
市
長
の
役
目
を
佐
伯
英

雄
（
さ
い
き
　
ひ
で
お
）
旧
豊
玉

町
長
が
務
め
ま
す
。

　
対
馬
市
消
防
団
長
と
し
て
峰
町

三
根
の
永
留
市
喜
（
な
が
ど
め
い

ち
き
）
さ
ん
が
市
長
応
接
室
で
辞

令
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
十
時
か
ら
、
対
馬
市
役
所
別
館

第
二
会
議
室
で
対
馬
市
教
育
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
教
育
長
、
教
育

委
員
会
委
員
長
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
対
馬
市
初
代
の
教
育
長
に
、
旧

上
県
町
教
育
長
の
日
高
元
之
（
ひ

だ
か
　
も
と
ゆ
き
）
さ
ん
が
、
教

育
委
員
会
委
員
長
に
旧
上
対
馬
町

教
育
長
の
立
花
義
久
（
た
ち
ば
な

よ
し
ひ
さ
）
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　　

　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
市
役

所
別
館
第
一
会
議
室
で
選
挙
管
理

委
員
会
が
行
わ
れ
、
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
に
、
旧
厳
原
町
委
員

長
の
円
城
雄
司
（
え
ん
じ
ょ
う
た

け
し
）
さ
ん
が
、
委
員
長
職
務
代

理
者
に
は
、
旧
豊
玉
町
委
員
長
の

井
　
鷹
志
（
い
い
　
た
か
し
）
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
そ
の
他
、
市
長
選
挙

の
選
挙
日
程
（
告
示
日
三
月
二
十

一
日
、
投
票
日
三
月
二
十
八
日
）

や
方
法
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
選
挙
に
係
る
告
示
等
の
決

定
は
次
回
の
委
員
会
で
行
わ
れ
ま

す
。

　
三
月
一
日
、
対
馬
市
社
会
福
祉

協
議
会
も
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
同
日
、
美
津
島
町
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
で
設
立
当
初
理
事
会
、
同
評

議
会
、
第
一
回
理
事
会
が
行
な
わ

れ
、
規
程
・
規
則
の
制
定
、
評
議

員
委
嘱
の
同
意
、
会
長
、
副
会
長

の
選
任
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
、
副
会
長
は
十
五
名
の
理

事
か
ら
、
初
代
会
長
に
厳
原
町
樫

根
の
廣
田
幸
男
さ
ん
、
副
会
長
に

上
対
馬
町
比
田
勝
の
濱
崎
千
秋
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

対馬市誕生で、�
さまざまな役職が決まりました。�

対
馬
市
長
職
務
執
行
者

第
一
回
教
育
委
員
会�

�

第
一
回
選
挙
管
理
委
員
会�

社
会
福
祉
協
議
会
も
ひ
と
つ
に�

�

対
馬
市
消
防
団
長
辞
令
交
付�

右から井鷹志職務代理者、円城雄司委員長
　　　早田勇委員、山田博司委員
右から井鷹志職務代理者、円城雄司委員長
　　　早田勇委員、山田博司委員

△教育長�

教育委員会�
委員長�

△
�
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二
月
八
日
、
上
対
馬
町
比
田
勝

の
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
島

内
最
初
の
閉
町
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
米
田
幸
人
町
長
の
式
辞
の
後
、

功
労
者
九
十
二
名
に
表
彰
が
行
わ

れ
、
町
旗
が
降
ろ
さ
れ
て
町
の
歴

史
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
誕
生
し
て
今
年
で
四
十
九
年
、

様
々
な
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
上
県

町
の
「
閉
町
式
」
が
、
二
月
二
十

日
、
上
県
町
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
廣
田

町
長
に
よ
る
式
辞
の
後
、
上
県
町

に
功
労
の
あ
っ
た
十
七
名
に
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
六
日
、
峰
で
閉
町
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
町
の
進
展
に
功
労
の
あ

っ
た
十
名
を
表
彰
し
、
町
旗
を
降

納
し
て
、
一
九
〇
八
年
の
町
村
施

行
以
来
、
九
十
六
年
の
歴
史
を
閉

じ
ま
し
た
。

上対馬町�
閉町式�

上県町�
閉町式�

峰町�
閉町式�

　
一
二
〇
年
の
歴
史
を
持
つ
対
馬
総
町
村
組
合
の
解

散
式
が
、
二
月
二
十
七
日
に
組
合
事
務
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
六
町
町
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
五
十
名
が
出
席

し
て
行
な
わ
れ
、
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

対馬総町村組合解散式�
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二
月
十
八
日
、
対
馬
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
美
津
島
町
閉
町
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
町
民
表
彰
・
閉
町
記

念
特
別
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
最
後

に
町
長
と
議
長
が
町
旗
を
降
納
し

て
、
四
十
九
年
間
の
町
の
歴
史
を

閉
じ
ま
し
た
。

　
二
月
十
五
日
、
町
民
体
育
館
で

厳
原
町
閉
町
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
冒
頭
に
物
故
者
追
悼
の

黙
と
う
が
行
わ
れ
、
功
労
者
表
彰
、

温
泉
名
の
披
露
、
最
後
に
町
旗
降

納
を
行
い
、
厳
原
町
四
十
八
年
の

歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
八
日
、
島
内
最
後
と

な
っ
た
豊
玉
町
閉
町
式
が
、
豊
玉

町
公
会
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
佐
伯
英
雄
町
長
の
式
辞
の
後
、

十
六
名
に
功
労
者
表
彰
、
町
旗
が

降
納
さ
れ
、
豊
玉
町
四
十
九
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

豊玉町�
閉町式�

美津島町�
閉町式�

厳原町�
閉町式�

　
平
成
十
六
年
二
月
十
六
日
、
対

馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
対
馬
六
町

合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
一
日
の
「
対
馬
市
」
誕
生
を

目
前
に
し
て
、
最
後
の
協
議
に
な

り
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
対
馬
六
町
合
併
協

議
会
の
廃
止
、
対
馬
市
長
職
務
執

行
者
の
決
定
に
つ
い
て
な
ど
事
務

局
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
対

馬
市
長
職
務
執
行
者
は
、
選
挙
で

市
長
が
決
ま
る
ま
で
、
市
長
の
代

わ
り
に
対
馬
市
の
責
任
者
と
な
り

ま
す
。
そ
の
役
目
を
佐
伯
英
雄
旧

豊
玉
町
長
が
務
め
ま
す
。

　
合
併
協
議
会
は
平
成
十
二
年
八

月
一
日
に
設
置
さ
れ
、
合
併
方
式

や
四
十
三
項
目
の
協
定
項
目
を
話

し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
三
年
七
ヶ

月
に
わ
た
り
二
十
六
回
開
催
さ
れ

た
協
議
会
も
二
月
二
十
九
日
で
そ

の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

最
後
の
合
併
協
議
会�

�


